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平成 29 年 1 月 30 日	

第第７７回回検検討討会会テテーーママ  

「「企企業業ののボボラランンテティィアア活活動動参参加加、、支支援援ののししくくみみづづくくりり」」にに関関すするる論論点点  

	

１．資金支援の方策 

（（１１））現現状状  

【現状認識】 
	 	 ＜災害時の寄付動向＞	

・東日本大震災では、国内外から多くの寄付が集まり、義援金・支援金として活用された。（参

考情報１）。	

・義援金は約 3,650 億円、支援金は約 460 億円という調査結果がある（参考情報２）	

・共同募金が東日本大震災に対応して活動するＮＰＯに総額４４億円が支出している（参考情報

３）	

・東日本大震災では、義援金や救援物資の寄付に加えて、人材・技術・ノウハウなど、本業を活

かし、現地ニーズに即した独自の支援活動など、多様な支援活動が行われた。（参考情報４）	

	

＜災害時の助成動向＞	

・東日本大震災では『赤い羽根「災害ボランティア・NPO 活動サポート募金」（ボラサポ）』をは

じめ、様々な助成制度が活用された。平時から助成事業を行っている団体だけではなく、中間

支援組織が災害寄付の資金仲介団体となって支援活動に取り組む	NPO、NGO、ボランティア団

体などに活動支援金を提供する場合などがある。（参考情報５）	

・しかし、支援金・助成事業の情報は集約されておらず、全体像を把握することが困難である。	

	

＜普段の寄付動向＞	

・個人による寄付総額は増加しており、個人を対象に行った調査では、寄付の経験は半数程度で

ある。（参考情報６）	

・一方で、「実際に役に立っているのかわからない」「寄付先に対する不信感」などが寄付の妨げ

の要因として挙げられている。（参考情報７）	

	

	

【課題】 
・NPO・ボランティア団体が被災地で継続的な活動を行うためには資金的支援が必要。特に復興

期を見据えた長期的な資金支援のしくみが不十分。	

・寄附文化の醸成が不十分（どのようにすれば企業が、寄附や資金支援に一層取り組むことがで

きるか？）	

・寄附を行う人々に対して、NPO・ボランティア団体による説明責任や信頼性を確保する取組が

求められる。	

・義援金、支援金など災害時のボランティア活動の資金支援に関する周知が不十分。	 	

資料４	
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（（２２））解解決決・・取取りり組組みみのの方方向向性性  

①災害時のボランティア活動助成に関する検証 
・東日本大震災では、被災地支援活動のための助成が多数行われた。助成団体や研究機関は全体

像の把握、傾向など検証し、それを踏まえて、災害時の助成制度のあり方などを検討すること

が必要。	

	

②災害時のボランティア活動助成制度の推奨 
・内閣府等は、災害時のボランティア活動助成の実態、成果をとりまとめ、企業等に周知する。	

	

③ボランティア団体・NPO 等の積極的な情報開示、情報発信の強化 
・内閣府等は、被災地支援活動に取り組むボランティア団体・NPO 等の取組みをとりまとめ、活

動の重要性や必要性を広く周知する。	

・ボランティア団体、NPO は、自らの活動実績などの情報開示をすすめるほか、情報発信の強化

や企業への働きかけを行うことが期待される。	

・ボランティア団体・NPO 等の情報開示が進むように、中間支援組織等がボランティア団体等の

人材育成・スキルアップや社会への情報発信などの支援を行うことも期待される。	
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（（３３））参参考考情情報報  

＜参考情報１：災害時における寄付の流れ＞ 

	

出典：東日本大震災	民間支援	ファクトブック	

http://www.janpora.org/shinsaitokubetsuproject/seika/seika_fact_150725.pdf	
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＜参考情報２：東日本大震災における義援金・支援金の流れと金額＞ 

	
注	

１．資金の流れすべてを忠実に再現しているわけではない	

２．「海外からの寄付」1,194 億円については日本銀行国際局ウェブサイトをもとに、海外からの義援金、

日本赤十字社の海外救援金などの寄附金として、国際収支統計で計上移転収支の「その他移転」に計

上されたものの累計	

３．資金仲介組織では受け取った寄附金を義援金として日本赤十字社に送金したり、被災地で活動する

NPO に分配している場合もある。	

４．地方自治体への寄付は、各自治体が直接受けた寄付金・義援金。	

５．国内の寄付 6,000 億円には個人・法人からの寄付からの義援金、自治体への寄付、資金仲介組織や

NPO 等への寄付が含まれるが、加えて補足できない受けての金額も考慮される	

６．海外からの寄付については。すべてを把握することは困難であるため、補足可能な海外救援金およ

び「出し手」の申告ベースである、国際収支統計で経常移転収支の「その他移転」に計上されている

1,194 億円を参考とした。このため、国内の寄付 6,000 億円に 1,194 億円を足した額が単純に震災寄

付の合計（国内外含む）にはならない。	

７．義援金額は、2013 年 2月時点、厚生労働省ウェブサイトを参照。	

	

出典：寄付白書 2015、日本ファンドレイジング協会	
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（東日本大震災における寄付金額）	

・寄付の受け手の側からの積み上げで把握できる限りで約 6,000 億円（個人／法人含

む）が国内の寄付として、被災地および被災地で支援活動ををしている NPO・NGO に

寄せられた。	

	 出典：寄付白書 2015、日本ファンドレイジング協会	

	

（企業による寄付の例）	

・1％クラブが実施した社会貢献活動調査（2011 年度）において、前年度・本年度連続

回答企業(323 社)の社会貢献活動支出額のうち、東日本大震災関連支出額は、570 億

5300 万円。	

	

（海外からの支援例）	

・ワールド・ビジョン・ジャパンは、震災直後の	2011	年 3 月 15 日から翌年 2012 年 1

月 31 日までの間に、日本国内から	1 億 1,000 万円相当、海外から 1,800 万円相当の

物資による寄付を受けた	

	 出典：東日本大震災	民間支援	ファクトブック	

	 	 http://www.janpora.org/shinsaitokubetsuproject/seika/seika_fact_150725.pdf	

	

・日本国際交流センターが東日本大震災に対するアメリカの寄付動向について行った

調査では、7.1	億ドル（約	641	億円）にのぼる	

	 出典：東日本大震災	民間支援	ファクトブック	

	 	 http://www.janpora.org/shinsaitokubetsuproject/seika/seika_fact_150725.pdf		

	

・海外からは、計 163 の国・地域及び計 43 の機関が支援意図を表明（一般的な支援表

明、人的支援・物資支援・寄付金分）があり、計 128 の国・地域・機関から物資・寄

付金、総額約１７５億円相当を受領。	

	 出典：外務省	

	 	 http://www.mofa.go.jp/mofaj/saigai/pdfs/bussisien.pdf	
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＜参考情報３：共同募金の取組み＞ 
（共同募金の総額）	

・平成 27 年度の共同募金の総額は、184 億円／年となる。（前年比△1.4％）	

	

（東日本大震災の NPO 等を支える資金）	

・東日本大震災支援の被災された方々を支える活動を支援するためにつくられた赤い

羽根「災害ボランティア・NPO 活動サポート募金」（ボラサポ）の募金総額は 44 億円

（平成 23 年 3 月〜平成 25 年 12 月まで募金募集）。	

	

（災害 VC 等の活動資金）	

・東日本大震災の被災地で立ち上げられた約 150 か所の災害ボランティアセンター等

に対して、災害等準備金制度を活用して、活動資金としてこれまで総額 8億 8千万円

の助成を行いました。（平成 25 年 2 月末現在）	

	

県名	 使いみち	 金額（円）	

青森県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費、臨時避難施設の運用	 7,450,401	

岩手県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費、ボランティア保険、ボラン

ティアバス運行経費等	

323,527,214	

宮城県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費、ボランティア活動経費、ボ

ランティアバス運行経費等	

303,456,558	

山形県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費	 3,000,000	

福島県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費、ボランティア活動経費	 193,191,805	

茨城県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費、破損復旧施設経費	 32,043,793	

栃木県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費、ボランティア活動経費	 4,777,328	

群馬県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費	 1,550,000	

千葉県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費、ボランティア保険、破損復

旧施設経費	

10,571,640	

神奈川県	 NPO の避難者受け入れ事業	 985,170	

新潟県	 災害ボランティアセンターの立上げ運営費	 184,735	

長野県	 ボランティア活動経費、ボランティア保険	 1,691,571	

合計	 888822,,443300,,221155 円円		

	

出典：中央共同募金会ウェブサイト	

	 http://www.akaihane.or.jp/about/history/history02.html	

	 	 http://www.akaihane.or.jp/er/junbikin_detail.html	
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＜参考情報４：東日本大震災における企業の支援活動＞ 

	
出典：東日本大震災における経済界の被災者・被災地支援活動に関する報告書（2012 年

3 月、日本経済団体連合会	 社会貢献推進委員会、1％クラブ	 	

	 https://www.keidanren.or.jp/policy/2012/011.html	
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＜参考情報５：活動支援金について＞ 

	

出典：東日本大震災	民間支援	ファクトブック	

http://www.janpora.org/shinsaitokubetsuproject/seika/seika_fact_150725.pdf	

	

（NPO・ボランティア団体等への助成事業の例（一部））	

■赤い羽根「災害ボランティア・NPO 活動サポート募金」（ボラサポ）	

	 のべ 9,586 件、総額 41 億 4,993 万円の助成（募金額 44 億円）	

	

■ジャパン・プラットフォーム「共に生きる」ファンド	

	 334 の事業に約 14 億円の助成（JPF 東日本大震災寄付総額 71 億）	

	

■日本財団	

	 ・NPO・ボランティア団体への緊急活動助成事業（2011 年 4 月 1 日～	6 月 30 日(公募

期間)）651 団体 695 事業、助成金総額 6億円	

	 ・被災者を NPO とつないで支える合同プロジェクト：7,450 万円	

	 ・被災地におけるボランティア活動拠点の整備及び足湯ボランティア等の派遣：約 1

億円	

	 ・仮設住宅におけるコミュニティリーダー支援等：約 2億円	

	 ・学生ボランティア派遣関連事業（被者支援寄附金）：約 1500 万円等	
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■日本 NPO センター	

	 タケダいのちとくらし再生プログラム：自主・連携事業：5事業約 2億円、助成事業：

新規助成、継続助成プログラムのべ約 4億 5,000 万円	

	

■地域創造基金さなぶり	

総額約 17 億円の資金調達および累計約 16 億円の支援	

752 件	約 15 億 9,541 万円（2015 年 9 月現在）	

出典：各団体ウェブサイトより抽出	

 
	

	

（最近の一例）	

■日本財団	

・ＮＰＯの支援のため、2020 年までに 300 億円の基金造成予定	

・熊本地震対応として、NPO、ボランティア活動支援のため 10 億円を準備	

	

	 出典：日本財団	 災害復興支援特別基金	

	 	 	 	 http://www.nippon-foundation.or.jp/what/projects/disaster_fund/	

	 	 	 	 日本財団	 平成 28 年熊本地震への支援	

	 	 	 	 http://www.nippon-foundation.or.jp/what/projects/kumamoto/	
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＜参考情報６：個人寄付＞ 
・2014 年の寄付総額は、7,409 億円となり、直近となる 2012 年の個人寄付総額 6,931 億円と比

較すると 478 億円(6.9%)増加している	

	 出典：寄付白書 2015、日本ファンドレイジング協会	

	

・個人を対象にした寄付に関する調査結果の概要は以下のとおり。	

	

出典：平成 27 年度	市民の社会貢献に関する実態調査（内閣府）	

	 https://www.npo-homepage.go.jp/toukei/shiminkouken-chousa/2015shiminkouken-

chousa	
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＜参考情報７：寄付の妨げとなる要因＞ 
・個人を対象にした寄付に関する調査結果の概要は以下のとおり。	

	
出典：平成 27 年度	市民の社会貢献に関する実態調査（内閣府）	

	 https://www.npo-homepage.go.jp/toukei/shiminkouken-chousa/2015shiminkouken-

chousa	

	

  

 


